
20244年（令和和6年）
112月11日（（日）

12月月号

・身身身延大大会開開催催御礼礼（11面面）
・全全全国聖徒徒団団結結集身身延大大会会特集（22・33面）
・団団団旗観観閲式式（4面））
・よよよろこびびちゃゃんんのククッキキンング（5面面）
・脳脳脳トレ「「クロロススワードド」（（5面面）
・身身身延大会会 参参加加聖徒徒団団 集集合写真真（66面）
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広島県福山市熊野町甲 1481

安藤晴美さん　玲子さん
お参りを始めて、もうすぐ一年！

毎月３日　午後４時より
盛運祈願・先祖供養会

宗門史跡 常國寺
〒327-0843 栃木県佐野市堀米町264
TEL 0283-22-1524/FAX 0283-22-4194

誰
で
も
喜
び
の

生
活
に
入
れ
る
教
え

幸
福
と
は
何
か
、

幸
せ
に
な
る
た
め
の

第
五
十
九
回
全
国
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会
を
終
え
て

十
月
二
十
日
（
日
）・
二
十
一
日
（
月
）
の
両
日
に
か
け
て

日
蓮
宗
全
国
霊
断
師
会
連
合
会
第
五
十
九
回
聖
徒
団
結
集
身
延

大
会
が
全
国
よ
り
四
十
二
聖
徒
団
、
総
勢
百
六
十
五
名
の
参
加

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
回
大
会
を
目
前
に
控
え
、
初

の
試
み
と
し
て
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
奉
告
式
・
二
十
一
日
午

前
九
時
か
ら
の
祖
廟
参
拝
と
い
う
日
程
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。奉

告
式
に
先
立
ち
身
延
山
久
遠
寺
総
務
ご
名
代
池
上
要
靖
庶

務
部
長
よ
り
歓
迎
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
団
旗
観
閲
式
で
は
参

加
聖
徒
団
の
代
表
が
プ
ラ
カ
ー
ド
と
団
旗
を
掲
げ
堂
々
と
身
延

山
の
大
本
堂
内
を
行
進
、
そ
の
後
、
持
田
日
勇
法
主
猊
下
よ
り

輪
番
委
嘱
・
並
び
に
ご
挨
拶
・
御
経
頂
戴
の
儀
を
経
て
、
導
師

の
委
嘱
を
さ
れ
た
当
会
会
長
大
塩
孝
信
大
会
長
を
導
師
、
副
導

師
に
副
会
長
松
永
慈
弘
僧
正
、
理
事
議
長
若
林
壽
学
僧
正
、
理

事
会
副
議
長
石
黒
泰
良
僧
正
を
迎
え
、
式
衆
に
は
参
加
聖
徒
団

団
長
各
聖
の
ご
出
仕
を
賜
り
厳
粛
に
営
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

式
中
に
は
大
衆
法
楽
加
持
が
行
わ
れ
、
修
法
導
師
に
日
蓮
宗
加

行
所
傳
師
若
松
宏
泉
僧
正
（
北
海
道
妙
心
寺
住
職
）
を
迎
え
御

宝
前
修
法
並
び
に
参
加
聖
徒
に
大
衆
法
楽
加
持
祈
祷
が
さ
れ
ま

し
た
。
奉
告
式
後
に
は
祖
師
堂
・
御
真
骨
堂
の
お
開
帳
を
受
け
、

大
塩
大
会
長
よ
り
霊
山
の
契
り
を
一
人
一
人
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
御
真
骨
堂
で
は
副
導
師
を
お
勤
め
頂
い
た
、
副
会
長

松
永
慈
弘
僧
正
、
理
事
会
議
長
若
林
壽
学
僧
正
、
理
事
会
副
議

長
石
黒
泰
良
僧
正
に
よ
り
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
御
祈
願
・
御
回

向
の
読
み
上
げ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

祖
廟
参
拝
で
は
、
大
塩
大
会
長
を

先
頭
に
参
拝
、
読
経
・
お
題
目
を
お

唱
え
し
参
加
さ
れ
た
聖
徒
団
の
皆
様

と
日
蓮
大
聖
人
様
の
御
廟
へ
報
恩
の

誠
を
捧
げ
、
更
な
る
お
題
目
の
信
仰

に
励
む
事
を
誓
い
ま
し
た
。

大
会
期
間
中
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

大
本
堂
で
の
団
旗
観
閲
・
奉
告
式
、

翌
日
の
祖
廟
参
拝
ま
で
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
無
事
に
大
会
を
締
め
く

く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
御
本
佛
様
、
倶
生
神
、
諸
天
善

神
の
ご
加
護
は
も
と
よ
り
、
ご
参
加

頂
い
た
聖
徒
団
団
長
各
聖
、
聖
徒
の

皆
様
、
身
延
山
当
局
、
身
延
山
観
光

協
会
、
身
延
山
商
店
会
、
身
延
山
病

院
、
山
内
宿
坊
、
旅
館
関
係
各
位
等
、

関
係
各
位
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
賜

と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
内
で
は
地
震
・
豪
雨
等
の
自
然

災
害
、
外
に
眼
を
向
け
れ
ば
紛
争
が

絶
え
ず
、
大
規
模
な
災
害
が
頻
発
す

る
な
ど
困
難
を
極
め
て
お
り
ま
す
。

聖
地
身
延
山
で
皆
様
と
共
に
祈
り
を

込
め
て
お
唱
え
し
た
お
題
目
が
、
明

日
へ
の
一
歩
と
な
る
こ
と
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

高
根
沢
妙
福
寺
聖
徒
団
団
長

日
蓮
宗
霊
断
師
会
連
合
会
伝
道
部
長

大
森
映
孝

法主猊下　御経頂戴法主猊下　御経頂戴

御廟所参拝御廟所参拝

第
五
十
九
回

全
国
聖
徒
団
結
集
身
延
大
会

四
十
二
聖
徒
団

四
十
二
聖
徒
団 

身
延
山
に
集
う

身
延
山
に
集
う
‼‼

四
十
二
聖
徒
団

四
十
二
聖
徒
団 

身
延
山
に
集
う

身
延
山
に
集
う
‼‼



⑵

大
会
参
加
聖
徒
団
名

（
順
不
同
）

日
朝
寺
光
明
聖
徒
団

長
栄
寺
聖
徒
団

清
隆
寺
聖
徒
団

明
鏡
道
場
聖
徒
団

妙
輪
寺
聖
徒
団

本
典
寺
聖
徒
団

正
蓮
寺
聖
徒
団

正
文
寺
聖
徒
団

顕
本
寺
聖
徒
団

妙
照
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

明
和
結
社
聖
徒
団

妙
福
寺
聖
徒
団

常
唱
寺
聖
徒
団

妙
泉
寺
聖
徒
団

妙
見
寺
聖
徒
団

円
立
寺
聖
徒
団

本
成
寺
聖
徒
団

本
住
寺
聖
徒
団

本
覚
寺
聖
徒
団

浄
昇
寺
聖
徒
団

真
浄
寺
聖
徒
団

利
生
寺
聖
徒
団

安
楽
寺
聖
徒
団

妙
宣
寺
聖
徒
団

龍
光
寺
聖
徒
団

法
華
寺
聖
徒
団

妙
蓮
寺
聖
徒
団

妙
法
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

法
華
寺
聖
徒
団

大
光
寺
聖
徒
団

顕
妙
寺
聖
徒
団

道
円
寺
聖
徒
団

妙
正
寺
聖
徒
団

大本堂での大会法要

導師　大塩会長身延山久遠寺　法主猊下

身延山・池上部長修法師集合

団旗担当者集合～

数珠作りを楽しむ祖師堂に参拝御真骨堂に参拝

会長より霊山の契り



⑶

祈
願・回
向
申
込
み

聖
徒
団
名
（
順
不
同
）

日
朝
寺
光
明
聖
徒
団

長
栄
寺
聖
徒
団

明
鏡
道
場
聖
徒
団

妙
輪
寺
聖
徒
団

正
蓮
寺
聖
徒
団

正
文
寺
聖
徒
団

顕
本
寺
聖
徒
団

妙
照
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

明
和
結
社
聖
徒
団

全
昌
寺
聖
徒
団

法
蓮
寺
聖
徒
団

實
相
寺
聖
徒
団

妙
福
寺
聖
徒
団

常
唱
寺
聖
徒
団

妙
泉
寺
聖
徒
団

妙
見
寺
聖
徒
団

円
立
寺
聖
徒
団

本
住
寺
聖
徒
団

本
覚
寺
聖
徒
団

上
行
寺
聖
徒
団

真
浄
寺
聖
徒
団

利
生
寺
聖
徒
団

常
昌
寺
聖
徒
団

安
楽
寺
聖
徒
団

妙
宣
寺
聖
徒
団

法
華
寺
聖
徒
団

常
國
寺
聖
徒
団

妙
蓮
寺
聖
徒
団

妙
法
寺
番
神
聖
徒
団

妙
法
寺
聖
徒
団

本
妙
寺
聖
徒
団

正
法
寺
聖
徒
団

大
光
寺
聖
徒
団

本
東
寺
聖
徒
団

本
光
寺
聖
徒
団

龍
雲
寺
聖
徒
団

顕
妙
寺
聖
徒
団

道
円
寺
聖
徒
団

妙
正
寺
聖
徒
団

修法導師　若松宏泉　師（左）武見上人（右）末吉伝主

下町でお買い物

司会：石黒友寛師

常経 小泉輝泰師 松森孝雄師

祖廟前でお祈り

いざ、御廟所へ出発！！

大衆法楽で撰経をいただく

次回も
ご参加ください！

取材へのご協力
ありがとうございました！



⑷

団　旗　観　閲　式団　旗　観　閲　式
～大本堂を堂々と行進～

大会旗千葉県正蓮寺聖徒団

青森県道円寺聖徒団 千葉県顕本寺聖徒団

千葉県本妙寺聖徒団

宮城県顕妙寺聖徒団愛知県妙泉寺聖徒団 岐阜県常唱寺聖徒団　団旗 岐阜県常唱寺聖徒団

愛知県円立寺聖徒団 愛知県本住寺聖徒団 愛知県妙見寺聖徒団愛知県円立寺聖徒団　団旗

東京都長栄寺聖徒団　団旗 東京都日朝寺光明聖徒団　団旗 東京都日朝寺光明聖徒団 和歌山県安楽寺聖徒団

千葉県妙照寺聖徒団 東京都長栄寺聖徒団島根県妙法寺聖徒団 東京都清隆寺聖徒団



⑸

日蓮宗霊断師会連合会　会長日蓮宗霊断師会連合会　伝主

〒100-0402
東京都新島村本村3－1－4
　TEL 04992(5)0168
　FAX 04992(5)0111

三 松 山 長 栄 寺

■ヨコのカギ
１　陰暦11月の異名
４　「はだし」のことです
７　浜辺に打ち寄せます
８　百獣の……。三冠……
10　グッピーは……帯魚
11　二枚貝のような形をし
　　た小型の打楽器
13　「おかめ」とも言う。
　　……豆。……風邪
15　草冠に鳥と書くつる草
16　泣き……をかく
17　「ワンワン」「パタパ
　　タ」「ザーザー」など
19　反動、反応。英語では
21　四季のはじめの季節
22　……の一声
23　トマトは……科の植物
24　……に釜を抜かれる
25　催し物。メーン……　

〈
作
り
や
す
い
分
量
〉

レ
ン
ズ
豆
50ｇ
、
ベ
ー
コ
ン
２

枚
、
ニ
ン
ジ
ン
１
／
３
本
、
セ
ロ

リ
１
／
２
本
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
１
／

２
パ
ッ
ク
、
ト
マ
ト
１
個
、
白
菜

２
〜
３
枚
、
オ
リ
ー
ブ
油
大
さ
じ

１
、
塩
適
量
、
こ
し
ょ
う
少
々
。

〈
作
り
方
〉

①
レ
ン
ズ
豆
は
洗
い
、
約
３
倍

の
水
に
10
分
ほ
ど
浸
し
、
ザ
ル
に

あ
げ
て
水
気
を
切
る
。

②
ニ
ン
ジ
ン
は
皮
を
む
き
、
セ

ロ
リ
は
筋
を
取
り
の
ぞ
き
１
セ
ン

チ
角
に
切
る
。
エ
ノ
キ
タ
ケ
は
石

づ
き
を
の
ぞ
き
、
１
セ
ン
チ
幅
に

切
っ
て
ほ
ぐ
す
。
ベ
ー
コ
ン
と
白

菜
は
１
セ
ン
チ
角
に
切
る
。
ト
マ

ト
は
ヘ
タ
を
取
り
の
ぞ
き
、
皮
付

き
の
ま
ま
１
セ
ン
チ
角
に
切
る
。

③
鍋
で
オ
リ
ー
ブ
油
を
熱
し
、

ト
マ
ト
以
外
の
材
料
を
加
え
て
中

火
で
５
分
ほ
ど
炒
め
る
。

④
野
菜
が
し
ん
な
り
し
た
ら
水

４
カ
ッ
プ
を
加
え
る
。
煮
立
っ
た

ら
ト
マ
ト
を
加
え
、
弱
火
に
し
て

30
分
煮
込
む
。

⑤
塩
と
こ
し
ょ
う
で
味
を
と
と

の
え
る
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

押
し
麦
な
ど
雑
穀
を
加
え
て
煮

込
む
の
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。
お
好

み
で
粉
チ
ー
ズ
や
ピ
ザ
用
チ
ー
ズ

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
も
お
い
し
い

で
す
よ
。

（140）「良いこと日記」
　　　　のすすめ

カップルで

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

脚
本
を
書
く
人
を
…
…
ラ

　
　
イ
タ
ー
と
い
う

２

殻
が
つ
い
た
…
…
米

３

駅
の
売
店
に
似
た
名
で
、

　
　
（
ト
ル
コ
語
で
）
庭
園
な

　
　
ど
に
あ
る
あ
ず
ま
や

５

温
帯
と
熱
帯
の
間
の
地
帯

６

ジ
ェ
ラ
シ
ー
。
…
…
心

９

節
を
つ
け
て
歌
い
ま
す

11

多
す
ぎ
た
り
不
足
し
た
り

12

手
に
汗
を
握
る
試
合

14

名
物
料
理
な
ど
を
食
べ
に

　
　
各
地
を
歩
く
こ
と

17

要
す
る
に
魚
の
こ
と
で
す

18

幽
霊
。
…
…
タ
ウ
ン

19

床
屋
。
…
…
店

20

寝
…
…
。
待
合
…
…

23

む
ず
か
し
い
。
…
…
問

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

★
抽
選
で
毎
月
３
名
様
に
素
敵
な
景
品
を
お
送
り
し
ま
す
。（
締
切
は
毎
月
20
日
消
印
有
効
）

①
郵
便
番
号

②
住
所

③
氏
名

④
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
葉
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
答
え
の
送
付
先
】
〒
１
０
１
―
０
０
５
１
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
３
―
25
―
11
喜
助
九
段
ビ
ル
７
０
２

霊
断
師
会
九
段
事
務
所

宛

◎
先
月
号
の
答
え
は
「
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
」

　
　
十
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者

①
和
歌
山
県
海
草
郡

阪
口
智
子
様

②
島
根
県
出
雲
市

勝
部
則
子
様

③
島
根
県
浜
田
市

川
本
晴
子
様

※
３
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
申
し
込
み
の
方
よ
り
、
弊
品
が
エ
コ
バ
ッ
グ
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ど
し
ど
し
お
便
り
下
さ
い
。

（140）「良いこと日記」
　　　　のすすめ

カップルでカップルで
一緒に食べよ

家庭料理研究家　池上   正子

レンズ豆のスープ

み
な
さ
ん
自
慢
の
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
と
、
完
成
し
た

料
理
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
、
九
段
事
務
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

知ち

恩お
ん

・
報ほ

う

恩お
ん

（
そ
の
一
）

今
回
ご
紹
介
す
る
御
文
章
は

日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
の
中
で
も

特
に
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
、

『
報
恩
抄
』と
申
し
ま
す
。題
名
の

通
り
、「
報
恩
」、つ
ま
り
は
恩
返

し
と
い
う
こ
と
が
主
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
書
は
、
日
蓮

聖
人
の
出
家
得
度
の
師
匠
・
道ど

う

善ぜ
ん

房ぼ
う

の
訃
報
に
接
し
、
師
へ
の
報

恩
の
た
め
に
著
述
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
の
世
に
お
い
て
も
、
恩

返
し
が
大
事
な
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
恩
返
し
に
つ

い
て
詳
し
く
見
て
み
ま
す
と
、

二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
知
恩
」

と
「
報
恩
」
で
す
。

ま
ず
、
そ
も
そ
も
自
分
が
恩

を
受
け
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ

と
に
気
付
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
恩
を
知
っ
て
い
る
状
態
、

そ
れ
が
「
知
恩
」
で
す
。
恩
を

知
る
こ
と
は
人
と
し
て
当
然
の

こ
と
で
す
が
、
な
ぜ
日
蓮
聖
人

は
恩
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
強

調
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
恩
と
い
う
の
は
当
た
り

前
す
ぎ
て
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま

い
が
ち
だ
か
ら
で
す
。例
え
ば
、

身
近
な
も
の
と
し
て
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す

と
、
普
段
お
店
で
当
た
り
前
の

よ
う
に
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
が
食
べ
る
ま
で
に
は

非
常
に
多
く
の
人
の
力
添
え
が

あ
り
ま
す
。
原
料
で
あ
る
カ
カ

オ
を
栽
培
す
る
人
、
そ
れ
を
日

本
に
運
ぶ
人
、工
場
で
作
る
人
、

お
店
ま
で
運
ぶ
人
、
お
店
で
売

る
人
…
他
に
も
多
く
の
人
達
が

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
お
金
さ
え
払
え
ば
簡
単
に

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
そ
も
そ
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

自
分
と
い
う
人
間
が
存
在
す
る

こ
と
、
そ
れ
も
当
た
り
前
で
は

な
く
、
両
親
が
い
な
け
れ
ば
自

分
は
存
在
し
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

自
分
の
成
長
は
多
く
の
人
達
に

支
え
ら
れ
育
て
ら
れ
た
お
か
げ

で
す
し
、
自
分
の
存
在
も
成
長

も
国
家
・
社
会
に
よ
っ
て
土
台

が
支
え
ら
れ
て
い
る
お
か
げ
で

成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
、
そ
れ
は

パ
ッ
と
見
る
だ
け
で
は
日
常
の

何
気
な
い
瞬
間
で
す
。し
か
し
、

そ
の
背
後
に
は
た
く
さ
ん
の

「
お
か
げ
さ
ま
」
が
あ
り
、
そ

の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
て
い

れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
一
つ
で
さ
え
そ
う
で

す
の
で
、
日
々
を
生
き
る
と
い

う
こ
と
は
本
当
に
無
数
の
お
か

げ
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
お
か
げ

さ
ま
に
気
付
く
心
、
そ
れ
が
知

恩
で
す
。
色
々
な
お
か
げ
さ
ま

の
結
晶
に
よ
っ
て
、
私
は
今
生

き
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
結
晶
は
目
に
は
見

え
に
く
い
た
め
、
意
識
し
な
い

と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
蓮
聖
人

は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
強
調

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
知
恩
の
後
に
「
報

恩
」
と
な
る
の
で
す
が
、
紙
面

の
都
合
上
、
報
恩
に
関
し
て
は

次
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
、何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

今
月
も
最
後
ま
で
読
ん
で
い
た

だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
文
章
も
、
読
ん
で
く

だ
さ
る
皆
様
は
じ
め
、
関
わ
る

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
成
り

立
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
お
し
え

「
佛
教
を
な
ら
は
ん
者
、
父
母
・
師
匠
・
国
恩
を
わ
す
る
べ
し
や
。
此

の
大
恩
を
ほ
う
ぜ
ん
に
は
必
ず
佛
法
を
な
ら
ひ
き
は
め
、
智
者
と
な

ら
で
叶
ふ
べ
き
か
」
（
令
和
新
修
一
四
二
）（
昭
和
定
本
一
一
九
二
）

連合会教務部　部員
千葉県全昌寺聖徒団団長
亀 井 教 見



⑹

全国からご参加ありがとうございました。全国からご参加ありがとうございました。
来年も身延山でお会いしましょう！来年も身延山でお会いしましょう！

岐阜県　常唱寺聖徒団千葉県　妙照寺聖徒団千葉県　顕本寺聖徒団

宮城県　顕妙寺聖徒団 兵庫県　法華寺聖徒団島根県　妙蓮寺聖徒団

愛知県　妙泉寺聖徒団東京都　日朝寺光明聖徒団千葉県　正蓮寺聖徒団

千葉県　正文寺聖徒団 東京都　長栄寺聖徒団愛媛県　本妙寺聖徒団

和歌山県　安楽寺聖徒団長崎県　大光寺聖徒団 富山県　利生寺聖徒団

東京都　清隆寺聖徒団愛知県　妙見寺聖徒団千葉県　本妙寺聖徒団

北海道　妙正寺聖徒団愛知県　円立寺聖徒団愛知県　本住寺聖徒団


